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72名（５回合計）参加人数 協力団体 Fortis滋賀/龍谷大学能登支援ネット/NPO法人りあん

災害を学ぶスタディツアー
～東日本大震災から学ぶ、まちづくりと防災・減災 in 宮城県石巻市～

日本国内のさまざまな地域で、住民やNPO等との交流を通じて地域が抱える問題に触れると共に、ボランティア等の体験学習を通じて
より深く社会について考えるきっかけとする。今回は災害を他人事ではなく、自分事として捉え、防災・減災について考えられるよう
になることを目指す。

・宮城県石巻市を訪れ、東日本大震災について学ぶと共に被災地域の防災・減災への取り組みを学びました。
・震災関連施設の訪問、まちの復興や防災教育に取り組んできた方や団体からのお話、復興ガーデンの整備活動、復興公営住宅での清掃
活動と交流等
・現地訪問以外に、ツアーの学びを充実させるための事前学習や、学びを言語化するための事後学習を行いました。

まずは、震災について詳しく知らない人、あまり向き合ってこなかった人などを中心に、今回得た学びを伝えたいです。知識があるの
であれば、実際に現地に足を運んでもらうことの大切さを伝えたいです。私自身としては、今住んでいる京都市、伏見の防災について
もう一度調べてみようと思います。

16名参加人数
協力団体

内
　容

参
加
者
の
声

ね
ら
い

伝承交流施設 MEET門脇／震災遺構門脇小学校／震災遺構大川小学校／雄勝ローズファクトリー
ガーデン／のぞみ野第2町内会／「ウィーアーワン北上」佐藤氏／高橋頼雄氏

出張ボラセン

センターで誰かが来るのを待つのではなく、センターから外へ出て学生へ働きかける。また、地域団体を招いて活動やその魅力を直接
伝えてもらうことで、学生の興味関心を高める。

地域団体や学生団体を招き、各団体の取り組みや魅力について話をしてもらったり、ボッチャ体験ができる場を設けました。また、
学生スタッフ自身が行っているボランティア活動についての内容や魅力も伝えました。7月と11月で計5回実施しました。

各団体の協力により、地域とのつながりを持つことができました。ボランティア紹介の他にも一般学生と学生スタッフや地域がつな
がる方法を模索していきたいです。また、企画メンバーだけで動くのではなく、学生スタッフの協力を得ながら行うことで、活動に広が
りがでると感じました。

内
　容

企
画
者
の
声

ね
ら
い

大津祭への協力

・瀬田キャンパスのある大津のまちの伝統文化を盛り上げる。
・歴史あるお祭りに参加することの楽しさや、それを通じて我々も伝統文化継承の当事者になることができるということを多くの龍大生
に伝え、ボランティアのやりがいを感じてもらう。

宵宮では、会場設営や曳山の宵宮曳きを、夕方からは本部テントで「大津祭見て歩きマップ」を観光客に渡すなど、祭りを支えるための
活動を行いました。本祭では、曳き手や巡行路の安全サポーター、本部テント等でボランティア活動。今年も神功皇后山を担当させて
いただき、25名の学生が曳き手ボランティアとして地元の皆さんと一緒に巡行しました。曳き手以外にも、先頭や最後尾で登り旗を持
つ役割を交代しながら取り組みました。その他に、事前説明会や粽まきボランティア等を通して、大津祭を知る機会を設けたり、地域の
方と交流する機会を設けました。

上手くいかないこともありましたが、仲間の力を借りて何とか終えることができました。お祭り中に笑顔で活動する学生の姿を見れた
ことや、｢楽しかった｣｢来年も参加したい｣という声を聞けたことが何より嬉しかったです。リーダーになった際、大津祭の魅力を1人
でも多くの人に広めたいという思いがあったので、達成感を強く感じました。

47名参加人数 連携団体

内
　容

企
画
者
の
声
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ら
い

NPO法人大津祭曳山連盟　　

宵宮： 2 0 2 4. 1 0 . 1 2  S A T 本祭： 2 0 2 4. 1 0 . 1 3  S U N

国内：99名  海外：32名（いずれも関係者・オンライン参加者含む）　　参加人数 協力団体 体験学習プログラム訪問先の方など

体験学習プログラム活動報告会

体験学習プログラムの参加者が訪問地域で学んだことや感じたことを自分の言葉で伝え、聴講者に現状を知ってもらうとともに、言語
化することで自身の成長機会とする。

①体験学習プログラムの意義／協力団体の紹介など
②今回の日程・訪問先の紹介

③参加学生からの報告
④会場からの質疑応答／関係者からのコメント

国内：今までは大きな地震が来るとニュースで聞いてもあまり自分事のように考えていなかったが、今回の発表を通していつ大きな地
震が来るかわからない、明日があることが当たり前ではないと考えるようになり、まずは家の近くの避難場所を知ることから始
めてみようと思った。

内
　容

参
加
者
の
声

ね
ら
い

2 0 2 5. 1 . 1 7 F R I

2 0 2 4. 7 2 0 2 4. 1 12 0 2 4. 1 2 . 2 5 W E D - 2 8 S A T

国内（災害を学ぶスタディツアー） 2 0 2 5. 4 . 3 0 W E D海外（インドネシア／フィリピン）

海外：環境、教育、戦争といった、それぞれ別のことのようで、根本は全てが繋がって社会問題が生み出されているということに改めて気
付かされました。それを目で見て感じて、伝えたいと思ったことを一人一人の言葉や思いで訴えかけていたことが伝わりました。

3 体験学習プログラム センターに所属する学生スタッフが、地域や学内の様々な団体や行政等と連
携し、ボランティアに関する企画を立案し、実施しています。この様な企画
が、ボランティア経験の少ない学生の参加の機会にもなっています。学生スタッフのボランティア企画4
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瀬田龍谷祭（企画展示）

・ボランティアの魅力や社会問題に対する興味関心を高めること、特に災害の展示を通じて「未来」について考えてもらうこと
・展示を通じたセンターの認知度向上

「私達は災害をどう考えるか？」をテーマに掲げ、福島県や宮城県のスタディツアーの参加学生の感想や気づき等を伝える展示や能登半島
地震災害支援ボランティア活動に関する展示を行いました。会場には「能登半島地震/豪雨災害」支援のための募金箱を設置しました。

来場者が熱心に見てくれていて、自分が参加したスタディツアーなどでの体験を語れたので、災害をテーマにできて良かった。災害の
展示で関心を持ってもらえ、募金が集まった。ボッチャ体験も多くの人が参加してくれたり、展示を通してボランティアに興味を持って
くれた人もいて、出展してよかった。

228名来場者数

内
　容

企
画
者
の
声

ね
ら
い

2 0 2 4. 1 0 . 2 6  S A T - 2 7  S U N

深草龍谷祭（企画展示/模擬店）

・幅広い世代の方々に多様な社会問題やボランティアについて知ってもらうこと
・展示を通じたセンターの認知度向上

『エアボラで行く！ボラボラすごろく旅』をテーマに「子ども」「災害」等、4ジャンルとセンター紹介の5つのブースを作成し、すごろく形式で展示
を楽しんでもらえるように工夫をしました。会場には「能登半島地震 / 豪雨災害」を支援するための募金箱を設置し、模擬店で販売した焼き
鳥の収益 (42,188 円）も全額寄付しました。

展示では、想定を上回る方に来てもらえた。展示の内容がよかったという声も多く、学スタみんなで協力して運営できてよかった。誘導
などを改善し、来年につなげたい。今年は、瀬田で模擬店に出店できなかったため、深草に参加してもらい、協力して運営をすることが
できた。

687名来場者数

内
　容

企
画
者
の
声
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ら
い

2 0 2 4. 1 1 . 2  S A T - 4  M O N

深草ふれあいプラザ2024への協力

・龍大生が深草地域の一員であるという自覚を持つ
・深草地域の方々とのつながりを持つ

・学生のボランティア参加のきっかけを作る
・センターの認知度向上

藤森神社境内・藤の森公園で行われた深草ふれあいプラザにおいて、防災学習ブース（魚釣り・防災グッズ作り・能登半島でのボラン
ティア活動報告）の運営やお祭り全体の運営サポート（ゴミ分別ブースや飲食ブース等の行列整理、舞台アナウンス、着ぐるみ補助
等）を行いました。

深草ふれあいプラザは、ただ地域住民の皆さまに楽しんでもらうだけのお祭りではなく、私たち学生と地域の方々を繋ぐコミュニティ
作りの場という一面もあると思います。このお祭りだけで終わらせるのではなく、今回新たに生まれた繋がりから、さらに深い関わり
を持って地域に貢献することができるよう努めていきたいです。みんなで１つのイベントを作り上げたという経験は、今までのボラン
ティア活動にはなかった達成感がありました。

内
　容

企
画
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の
声
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ら
い

67名　　参加人数 連携団体 深草ふれあい事業実行委員会/伏見区役所深草支所

2 0 2 4. 1 0 . 2 0  S U N

龍谷キッズふれあいパーク

・小学生と大学生が触れ合う場を作る
・ボランティア参加しやすい環境を作る

近隣にあるふかくさ輝っず児童館の子ども達80名を深草キャンパスに迎え、学内で学生ボランティア54名と一緒に遊びました。
午前中は専精館でドッジボール等を、午後は和顔館教室での折り紙遊び等やキャンパス全体を使ったウォークラリーを実施し、子ども
達との交流を深めました。

小学生と遊んだり話したりする機会がこれまで多くなかったため、どんな遊びをしたら楽しんでもらえるのか最後まで悩みましたが、
作った物を嬉しそうに見せてくれたり、楽しそうに工作したりしている子どもたちを見て私も一緒に楽しむことができ、この企画を
して良かったと感じました。私自身、この企画を通して成長出来たと感じる部分も多々ありますが、運営を進める中で先輩方に頼って
しまうことが多かったので、もっと成長したいと思いました。

54名　　参加人数

内
　容

企
画
者
の
声

ね
ら
い

協力団体 ふかくさ輝っず児童館　　

2 0 2 5. 3 . 2 6  W E D

4 学生スタッフのボランティア企画4 学生スタッフのボランティア企画
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防災・減災そなえパークの日への協力

・ボランティア参加者およびイベント来場者の災害に関する知識や防災意識を高める
・地域との繋がりをより強くする

瀬田キャンパスの隣にあるびわこ文化公園で行われる防災イベントへ、展示や防災クイズ等の体験ブースを出展予定でしたが、雨天に
より中止となりました。

雨天により中止参加人数 協力団体

内
　容

ね
ら
い

滋賀県営都市公園　びわこ文化公園
（指定管理者：びわこ文化公園ゆうゆうパートナーズ）　　

2 0 2 5. 3 . 2  S U N

アクティブ班（深草）

センターの活性化を主な目的とし、ボランティア活動への参加を通して、学生ス
タッフのコーディネーション力と意識の向上を図る。また、活動や様々な情報を
ポップにしてセンターに貼り出すことで、来室者や学生スタッフへの情報共有を
促す。

・4～5人のグループに分かれて学生スタッフがあまり参加していないボランティア
活動を中心に参加し、その情報をまとめ、学生スタッフに共有
・季節のポップや配架用のポップ等を作成、掲示
・学生スタッフプロフィール帳の作成

25名　　班人数

内
　容

ね
ら
い

通　年

コーデ班（深草）

学生スタッフのコーディネーション力を向上させる。相談対応シフト中の時間の
使い方をより良いものにする。

・前期シフトのふりかえりと自己採点の実施、来室者対応マニュアルの更新
・コーデに関する悩みや改善点を募集し、対応
・センター前にチラシラックを設置し、毎月おすすめボランティアを配架
・窓に外向けの広報ポップを掲示
・相談対応シフトの作成、貸出用傘の管理　など

26名　　班人数

内
　容

ね
ら
い

通　年

広報班（深草）

龍大生と教職員に対して龍谷大学ボランティア・NPO活動センターが実施してい
る活動を、各種広報媒体を通して認知してもらう。

・広報誌「ボラゴン」を年2回発行
・ボラセンタイムズを年３回発行
・SNS（センターX,Instagram）への投稿：週1回程度
・CaféRyukokuのホワイトボードでのセンター事業の広報　など

26名　　班人数

内
　容

ね
ら
い

通　年

4 学生スタッフのボランティア企画 学生スタッフは、センターの活動や認知度を高めたり、センターの環境を整えたり、また、
コーディネーションのスキルアップなどを目的に、班に分かれて活動しています。学生スタッフの班活動5




